
平成３０年度自己評価結果公表シート 
                         学校法人有緝学園 有緝こども園 

１．園の教育目標  

幼児教育は、家庭との連携を図りながら、生涯にわたる人間形成の基礎を培うために

大切なものであり、幼児教育の特性を踏まえ、環境を通して行うものであることを基本

とする。このため、教職員は幼児との信頼関係を十分に築き、幼児と共により良い教育

環境を創造するように努めるものとする。 

 

①健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくりだす力を養う。 

②自立心を育て、人とかかわる力を養う。 

③環境に好奇心や探究心をもってかかわり、それらを生活に取り入れていこうとする力

を養う。 

④自分なりの言葉で表現し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲や態度を育て、言葉

に対する感覚や言葉で表現する力を養う。 

⑤感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現する 

力を養い、創造性を豊かにする。 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組む目標 

  ①認定こども園の円滑な運営、保護者への周知の継続 

  ②危機管理体制の充実、安全管理の徹底 

  ③安全な給食の提供、食育の充実 

  ④認定こども園の「教育・保育要領」の研修を深める 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 

評価項目 取り組み状況 

認定こども園の円滑な運営、

保護者への周知の継続 

こども園 1 年目であり、細かな確認事項は、その都度

連絡・相談し、共通理解を図った。また、クラスだよ

り・園だより・園長だより・メール配信等で、保護者

への周知の徹底を図った。 

危機管理体制の充実、安全管

理の徹底 

毎日の点検（各クラス）を実施し、毎月の安全点検日

を設け、各担当で危険個所はないかのチェックと改善

の取り組みを行った。避難訓練については。毎月実施

し、有緝公園への避難訓練も実施した。 

安全な給食の提供、食育の充

実 

アレルギー対応の個別代替食を提供している。事前に

メニュー表を保護者に点検してもらい、確認してい

る。また給食時間前には、メニュー・食材の話をし、

食への興味関心を高めている。枝豆の皮むき・玉ねぎ

の皮むき等、食材に触れる機会を多く取り入れた。 

認定こども園の「教育・保育

要領」の研修を深める 

園内研修で、こども園の教育保育要領の研修を行っ

た。また、私立幼稚園・認定こども園協会の研修・公

私合同研修会などに積極的に参加し、内容を他職員に

も還流している。平日は参加しにくいという課題はあ

る。 



４．学校評価の総合的な評価結果 

 平成３０年度は新園舎になって、認定こども園の 1 年目となった。園児数が増え、1 号

２号、３号の園児が混在する、長時間の保育開始、毎日の給食開始、初めての０歳１歳児

の保育等、様々な点で運営の難しさがあった。しかし、職員の総意と工夫で目標が達成で

きるよう努力した。お便り・メールなどで保護者への周知の徹底を図り、大きな支障なく

運営することができた。安全管理についても、毎日・毎月の安全点検を実施、気づいたこ

とは迅速に改善するなど、園児が安全に過ごせるよう取り組んだ。 

 自己評価では、どの項目も努力した結果が表れており、おおむね良い評価であった。し

かし、「教育・保育目標をそれぞれが意識すること」「自然環境に触れる・自然環境づく

り」「園外研修への参加の難しさ」「職員会議や園内研修の時間が取りにくい」などの課

題もあった。また、学校関係者評価では、職員の取り組みに対するねぎらいの言葉をたく

さんいただいたが、「以上児と未満児の交流」「自然との触れ合う教育活動」「 

園外研修への積極的な参加」「危機管理に職員がもっと自信を持てるように」などのご意

見もいただいた。 

５．今後取り組むべき課題 

課  題 具体的な取り組み方法 

教育目標の意識の強化に取り

組む 

・園内研修での学習会を実施していく。 

・全職員に適宜資料を提供し、理解を深める。 

・園外研修にも積極的に参加していく。 

・研修テーマに、「主体的に関わる子ども」を設定 

新園舎での危機管理体制の確

立を図る。 

・毎月避難訓練を実施し新たな避難方法を習熟する。 

・危機管理対応マニュアルの周知を図る。 

・危機管理対応の「見える化」に取り組む。 

園内自然環境の整備に取り組

む 

・毎日の点検活動と、毎月の安全点検を実施する。 

・手洗い場、洗浄室、ゴミ出場などの衛生管理を徹底

する。 

安全な給食の提供と食育の充

実をはかる。 

 

・毎月の献立表を配布、給食サンプルを展示等を通し

て食育について保護者の関心を高めていく。 

・アレルギー対応に万全の体制をとっていく。 

・季節の食材、栄養面での学習等、食育の充実を図

る。 

・保護者への啓発の為、給食試食会を実施する。 

 


